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各グループから１科目ずつ選
択し、計６科目を２年間で履
修。
６科目のうち、３～４科目を
上級レベル（HL,各240時間）
その他を標準レベル
（SL,各150時間）として履修。

なお、日本語DPでも、６科目
中２科目は、英語等で履修す
る必要がある。

DP資格の取得には、上記を全
て履修し、外部評価（国際バ
カロレア試験等）及び内部評
価を通じて、原則として45点
満点中24点以上を取得するこ
とが必要。配点は、６科目に
つき各７点（計42点）、
３つの必修要件で計３点。

「未来の学校」事業

国際的な教育プログラムを研究する高校

DPのカリキュラム

国際バカロレア(International Baccalaureate)

国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的
な教育プログラム。
国際バカロレア（IB：International Baccalaureate）は、
1968年、国際的に通用する大学入学資格（国際バカロレア
資格）を与え、大学進学へのルートを確保することを目的
として設置された。世界共通の国際バカロレア試験、国際
バカロレア資格の授与等を実施しています。

所定のカリキュラムを２年間履修し、最終試験を経て所定
の成績を収めると、国際的に認められる大学入学資格（国
際バカロレア資格）が取得可能。原則として、英語、フラ
ンス語又はスペイン語で実施。

先進的・先端的な研究開発に取
り組む実践校を指定し、長野県
高校教育をけん引する新たな学
びの場、学びの仕組みを構築す
る。
５年間研究開発に取り組み、検
証・評価を行うとともに、成果
の普及につとめる。

国際的な教育プログラムの長所
を生かした
【飯田風越独自のカリキュラム
や学びの指導・評価方法を研究
開発する】
とともに、学びの成果を活かし
ながら、
【海外大学進学を実現するため
のプログラムと支援体制を構築
する】。
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大まかなMiraiの職員年間スケジュール

国際的な教育プログラムを研究する高校

動画 QRコード

職員会議で紹介した動画
（YouTube）のQRコード
です。ご覧ください。

実際に国際バカロレアのカ
リキュラムで大学に入学し
た生徒のユーチューバーで
す。ご覧ください。

国際科研究室に委員会本部を置いています。
木曜日の５・６時間目に打ち合わせをしています。
4～5月中旬は昨年の資料を確認したり実施計画を作成
したりする作業に追われていました。
今は校内での活動を6月から始める準備をしています。

2学期に各実践を行います。
詳細は決まり次第お伝えしますが、
実践の詳細を決める作業からなるべ
く多くの先生方に参加して頂けるよ
うに計画を進めたいと思います。

国際バカロレア：IB(International Baccalaureate)について

IBの学習者像と新学習指導要領

※「IBの学習者像」は、IBの使命を具体化したもの。(裏面)

IBが育てる１０の学習者像
・探究する人
・知識のある人
・考える人
・コミュニケーションができる人
・信念を持つ人
・心を開く人
・思いやりのある人
・挑戦する人
・バランスのとれた人
・振り返りができる人

共通している

新学習指導要領が目指す資質能力
・生きて働く「知識技能」の習得
・未来の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」
・学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・
人間性等」の涵養

目指す資質能力が共通しています。
そして、IBは何十年も前からこれ
らを使命としてカリキュラム編成を
作成・検証を繰り返しています。
そのノウハウの中に、本校に取り入
れられるものが無いか探しています。

Keyword『ルーブリック』
学習到達状況を評価するための評価基準

知識・技能などペーパーテストで確かめやす
い学力以外の、思考力・学習に取り組む態度
などを評価することが得意。

これを使用して学ぶことは、生徒自身が自分
がいま何を学んでいるかを認知できる力（メ
タ認知力）を育てることにもつながります。

※評価基準を一覧表にしたものを「ルーブ
リック表」といいます。

委員会 学年・教科・職員

【1学期】
５月 実施計画提出
８月上旬 合同連絡会

【2学期】
９月上旬 次年度所要経
費提出

【3学期】
１月 成果報告会
３月 報告書提出

【1学期】
6・7月 計画を立てる
8月 準備

【2学期】
９月 実践準備
10・11月 実践
12月 まとめ

【3学期】
1・2月 次年度準備
3月 引継ぎ





具体的には３つのプロジェクトに分かれます

国際社会で活躍できる資質・能力を育成する教育課程を開発する

『F-スタイル』の開発（

海外大学進学希望者のためのプログラムを構築する

『F-留学指導』の開発
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学校案内パンフレット原稿より

国際的な教育プログラムを研究する高校

なぜIBについて「研究」するのか

F-教育課程 清水先生
F-学習指導 小松先生

F-留学指導 山田先生

世界が国際バカロレアを推進する意義
・グローバル人材育成に有効な手法
（課題発見・解決能力、論理的思考力・コミュニケーション能力など）

・国際通用性（高卒後、海外大学に直接入学する選択肢拡大）
・特徴的なカリキュラム、双方向型授業
・国内外の優秀人材の獲得
・大学の活性化

文部科学省が国際バカロレアを推進・支援
・DPの単位を１条校での単位に読み替え可能
・教員養成（特別免許状の授与）
・大学入学者選抜におけるIB（DP)スコアの利用
・IB推進のためのコンソーシアムを発足
・２０２２年までにIB認定校を２００校に増加

・IB認定校視察
・IBの要素を取り
入れた授業実践

などを通して『F-
スタイル』に取り
入れられるものを
探していきます。

県立高校「未来の学校」実践校に指定されました（令和2～6年）

『国際的な教育プログラムを研究する高校』

国際的な教育プログラムについて研究し、国際社会で活
躍できる資質・能力を育成する教育課程を開発するとと
もに、海外大学進学希望者のためのプログラムを構築す
ることを目標にしています。

・国際社会で活躍できる資質や能力の育成
・新たな時代における「生徒につけたい力」の明確化
・新たな学びの指導・評価方法の開発と共有
・海外進学支援体制等、幅広い進路選択への対応

国際教養科の今ま
でのノウハウを活
かしながら、他校
にも開かれたカリ
キュラムを開発し
ていきます。

風越高校はIBの認定校を目指
しているわけではありません。
地方の公立高校として「IBの
エッセンス」を取り入れ、生
徒の資質・能力を育成しよう
と研究を始めました。



番

号
実施（取組）項目 十分な成果 前進 現状維持

1

Ｆ-

教
育
課
程

IBﾕﾆｯﾄﾌﾟﾗﾝﾅｰの研究

ユニットプランナーについて、

全職員が理解し、活用するこ

とができる。

ユニットプランナーについて、

半数以上の職員が理解し、活

用することができる。

ユニットプランナーについて、

一部の職員のみが理解し、活

用することができる。

2 単元指導案の立案

担当教員全員がF-単元指導案

を作成し、それをもとに授業

を行うことができた。

担当教員の一部がF-単元指導

案を作成し、それをもとに授

業を行うことができた。

担当教員がF-単元指導案を作

成し、それをもとに授業を行

うことができなかった。

3

Ｆ-

進
路
指
導

学校設定科目「世界の中の

日本」作業部会

R5年度の開講に向けて具体的

な学習内容とシラバスの検討

が十分に進んでいる。

具体的な学習内容とシラバス

の検討が進められているが、

進捗は半ばである。

具体的な学習内容とシラバス

の検討があまり進んでいな

い。

4
学校設定科目「アカデミッ

クスキル」作業部会

R5年度の開講に向けて具体的

な学習内容とシラバスの検討

が十分に進んでいる。

具体的な学習内容とシラバス

の検討が進められているが、

進捗は半ばである。

具体的な学習内容とシラバス

の検討があまり進んでいな

い。

5 留学講座 （生徒）

生徒に十分に情報提供がさ

れ、多くの生徒が独自企画を

含む留学講座に参加してい

る。

生徒に十分に情報提供がさ

れ、半数以上の生徒が留学講

座に参加している。

生徒に情報提供がされている

が、留学講座に参加する生徒

は少ない。

6 留学指導講座（職員）

留学指導の知識やスキルを習

得するため、普通科含め多く

の職員が講座に参加してい

る。

英語科と進路係職員が講座に

参加し、留学指導の知識やス

キルを習得している。

英語科職員のみが講座に参加

し、留学指導の知識やスキル

を習得する職員は少ない。

7
海外語学研修

留学希望者コース検討

R4年度の実施に向けて充実し

た内容のコースを研修内に設

置することができた。

研修内にコースを設置するこ

とができたが、内容をより充

実させる必要がある。

コースの検討を行ったが研修

内に設置することはできな

かった。

8

Ｆ-

学
習
指
導

Rubric指導法開発

多くの授業で生徒がルーブ

リックを使用した指導・評価

により、主体的に授業に取り

組んだ。

研究グループ職員がルーブ

リックを使用した授業を行

い、生徒も評価の観点を理解

している。

研究グループ職員がルーブ

リックを使用した授業を行っ

たが、主体的な学びにつな

がっていない。

9 Rubric研究

多くの職員のルーブリックを

理解し、ルーブリックを使用

した授業を行うことができ

る。

研究グループで研修を行い、

ルーブリックを用いた授業単

元計画を立てた。

ルーブリックについて理解し

ている教員は少ない。

10 Rubric評価の開発・検証

探究学習において、生徒が

ルーブリック評価に基づき主

体的で深い学びにつながっ

た。

探究学習において、生徒が

ルーブリック評価の観点に基

づき主体的に学ぶことができ

る。

探究学習において、生徒が

ルーブリック評価の観点を理

解している。
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主に関わる職員
1学年担任団

主にやること
・ユニットプランナーをもとに単元指導案
を作成し授業準備を行う（9月）
・授業実践（10月・11月）

国際的な教育プログラムを研究する高校

「F-教育課程」担当：清水

主に関わる職員
担任、国社英職員、進路係、国際教養科運営委員

主にやること
・海外大学進学を目指す生徒向けの新学校設定科目「アカデミックスキル」
「世界の中の日本」のカリキュラム作成
・生徒および職員を対象とした留学講座の案内・企画実施
・海外語学研修における留学希望者コースの検討

主に関わる職員
2学年教科担当

主にやること
・単元指導案を作成し授業準備を行う
（7～９月）
・実践と振り返り（10～12月）

・4月13日（火）全校生徒アンケートの実施
「海外大学進学に関心がある」生徒44名 (１年21名, ２年17
名, ３年6名 /普通科18名, 国際科26名)
⇒ Google Classroom “F-Style Study Abroad”立ち上げ
・5月18日（火）マレーシア大学進学セミナーを本校で企画
し実施
マレーシアの大学進学のメリットと、指定校推薦枠のある

Taylor’s Universityについて説明
生徒７名、保護者１名、職員２名が参加

「F-学習指導」担当：小松

「F-留学指導」担当：山田

F-留学指導 活動報告

県立高校「未来の学校」実践校に指定されました（令和2～6年）

『国際的な教育プログラムを研究する高校』

国際的な教育プログラムについて研究し、国際社会で活躍できる
資質・能力を育成する教育課程を開発するとともに、海外大学進
学希望者のためのプログラムを構築することを目標にしています。

・国際社会で活躍できる資質や能力の育成
・新たな時代における「生徒につけたい力」の明確化
・新たな学びの指導・評価方法の開発と共有
・海外進学支援体制等、幅広い進路選択への対応

前回のレポートで「３つのプロ
ジェクトを進める」ことをお伝え
しました。
では、具体的に皆さんに何をして
頂くのか担当ごとに簡潔にまとめ
ました。基本的にどれか一つ以上
に関わって頂きたいと思います。

「主に」関わる職員を記載しまし
たが興味のあるものがあればぜひ
共に研究してほしいと思います。
係へ声をかけて下さい。

具体的には私は何を？
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そうです。本校の「３つの方針」のキーワードですね。

「３つの方針」
１．生徒育成方針（ディプロマ・ポリシー DP）
２．教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー CP）
３．生徒募集方針（アドミッション・ポリシー AP）

です。長野県の公立高校は全て公表（教育委員会HP）しています。

「Think global , Act local !」 ← これは何の言葉か分かりますか？

国際的な教育プログラムを研究する高校

本校の教育活動の土台となるものであり、全ての教育活動（授業、生徒会活動、部活動など）はこれらの方
針、特に生徒育成方針（ディプロマ・ポリシー）に基づいたものであるべきです。
しかし自戒の念を込めて言わせていただくと、現状ではこれらを意識した授業や生徒会活動はほとんど行わ
れていません。「じゃあ、どんな授業をすれば良いの？」「どういう活動をすれば良いの？」という疑問がわ
きますね。

Mirai研プロジェクトではそれを解決するためのチャレンジをしていきます！
つまり、育てたい生徒像と資質・能力について私たち職員集団が共通認識を持ち、授業や生徒会などそれぞれ
がどのように関わっていけばよいのか。そのプログラム（F-スタイル）を作りたいということです。

でも、ゼロから作るのは難しいからIBのプログラムで参考になることを見つけて取り入れよう。
というわけです。



新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（令和２年１１月１３日） 

高校生の学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための各高等学校の特色化・魅力化に

向けた方策 

【１．各学科に共通して取り組むべき方策】 

(1) 現代的な諸課題に対応し、20 年後・30 年後の社会像を見据えて必要となる資質・能力の育成 

(2) 地域の実態に応じた多様な高等学校教育の実現 

(3) 各高等学校の存在意義・社会的役割等の明確化（スクール・ミッションの再定義） 

(4) 各高等学校の入口から出口までの教育活動の指針（スクール・ポリシー）の策定 

「育成を目指す資質・能力に関する方針」「教育課程の編成及び実施に関する方針」「入学者の受入れに関

する方針」（仮称）を策定・公表 

(5) 地域社会や高等教育機関等の関係機関と連携・協働した学びの実現 

 

 

文部科学省より 

新しい時代の高等学校教育の実現に向けた制度改正について(令和３年４月２１日) 

１.高等学校改革の全体像 

２.各高等学校の特色化・魅力化に関する制度改正の概要 

（１）各高等学校に期待される社会的役割等の再定義 

（２）高等学校における「三つの方針」の策定・公表 

（３）高等学校と関係機関等との連携協力体制の整備 

３.普通科改革等に関する制度改正の概要 

４.多様な学習ニーズへの対応等を図るための制度改正の概要 

５. 高等学校通信教育の質保証を図るための制度改正の概要 

 

 

 

各高等学校の特色化・魅力化【 学校教育法施行規則・高等学校設置基準の一部改正、通知事項 】 

◆各高等学校に期待される社会的役割等の再定義 

・高等学校の設置者は、高等学校が下記の「三つの方針」を策定する前提として、各高等学校やその立地

する市区町村等と連携としつつ、各高等学校に期待される社会的役割等いわゆるスクール・ミッション

を（SM）再定義することが望まれる。 

◆高等学校における「三つの方針」の策定・公表 

・高等学校は、当該学校、全日・定時・通信制の課程又は学科ごとに以下の方針いわゆるスクール・ポリ

シー（SP）を定め、公表するものとする。 

(a) 高等学校学習指導要領に定めるところにより 育成を目指す資質 ・ 能力に関する方針(グラデュエ

ーション・ポリシー) 

(b) 教育課程の編成及び実施に関する方針(カリキュラム・ポリシー) 

(c) 入学者の受け入れに関する 方針(アドミッション・ポリシー) 

（※）令和４年４月１日から施行（令和６年度末まで経過措置） 

これを受けて 

（ ）内を詳しく 

長野県は国に先行して「３つの方針」（＋グラ

ンドデザイン）を策定している。来年４月１日

からは全国の高校で策定する。 

ただし、スクール・ミッションについては先行

実施していないのでいずれ指示が来るはず。 

これらは一度決めたら終わりではなく、不断の

見直しをしていくもの。 
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各プロジェクトから報告と夏休み中にお願いしたい事

国際的な教育プログラムを研究する高校

IBワークショップ

※以下敬称略

F-教育課程（担当：清水）
報告
・ワーキンググループ代表：丸山
・７月５日 １学年担任会にて第１回連絡会

２学期に向けて
・風越高校の目指す学習者像についてのF-スタイル
の学習指導案・授業計画作成（F-スタイルユニット
プランナーを用いた授業）

F-進路指導（山田）
報告
・「世界の中の日本」WG：国語：臼田、地歴公民：勝野
・「アカデミックスキル」WG：山田、岩澤
・留学講座

２学期に向けて
・視察校選定、視察者決定
・新学校設定科目の扱う内容について準備を深めていく
・留学講座準備

F-学習指導（小松）
報告
・ルーブリック実践者調整中
・8月23日 第1回研究会（予定）

２学期に向けて
・実践する単元決めとルーブリックの作成準備

F-評価（臼田）
報告
・ルーブリックを用いた授業についての、生徒へのアン
ケートを作成中。基準を最初に示すことで学習への意
欲や主体性に変化があったか、生徒自身に評価させる
ものです。

２学期に向けて
・「ルーブリック実践メンバー」の先生方が授業の実践
にあわせて使えるよう、準備を進めています。

ワークショップ（WS）とは、国際バカロレアにおける教
員研修のことであり、WSのセッションに参加すると、研
修参加認定証が授与されます。WSの形式はオンライン、
対面、グループセッションといった形式があります。
WSは研修レベルにより、３つのカテゴリーに分けられ、
IBに対する理解度向上と認定プロセスに合わせて、必要な
WSを受講していく必要があります。

IB Virtual Workshop 

４月２日～４日

Theory of knowledge（知の理論) 山田春樹（F-進路指導）

Creativity, Action, Service 清水友輔（F-教育課程）

（創造, 活動, 奉仕)

５月１２日

職員会議にて報告

８月２日～４日

History（歴史） 飯田夏望（2年担任)

Japanese A: Literature（文学) 臼田ゆうか（F-評価）

Theory of knowledge（知の理論) 岩澤美穂（F-進路指導）



Mirai研レポート
第7号２０２１年８月

「未来の学校」計6校を2つに分け、3校ずつZoomで行い
ました。本校は須坂高校、野沢北高校と一緒のグループ
に入り各校30分間報告や質疑応答しました。

【発表概要】
１．目標と取組概要

（１）構想と目標
（２）３つのプロジェクトと令和3年度の目標

２．今年度（2021年度）の進捗状況
（１）F-教育課程
（２）F-進路指導
（３）F-学習指導
（４）そ の 他

３．当面の課題
（１）生徒の関わり
（２）教員集団の関わり

【頂いた感想・アドバイス概要】
・IBのカリキュラムの中から、指導案以外にも論文や
エッセイの書き方なども取り入れてみてはどうか。
・IBの授業中に学ぶプレゼンの仕方やインタビューの仕
方も取り入れることができるかもしれない。
・海外進学についてマレーシアなどのアジアはもちろん
ヨーロッパにも目を向けてみてはどうか。オランダ、ド
イツなど医学部でも100万円程度で学べる所もある。
・新科目について、他校がリモート参加できるようなア
イデアがあってもよい。
・他校へどう発信していくか。
・ルーブリックの実践を継続して行っていてよい。生徒
のモチベーションをあげるには評価につなげる事も考え
てみてはどうか。
・公立高校は異動があるので、2学期の授業実践等の記録
をしっかり残し、次の先生につなげるようにする工夫が
大切になる。
・Mirai研レポートを生徒に見せるなどして、Mirai研の
活動に生徒をいかに巻き込んでいくか。

中間報告会（8/5）

国際的な教育プログラムを研究する高校

委員会の今後の予定

・令和4年度予算請求 8月末
・実践準備 8月～10月
※早め早めの計画をお願いします。

・実践 9月～11月
・視察 9月以降
※状況を見ながら声をかけさせていただきます。

・最終報告 3月

プレゼン資料より一部抜粋



Mirai研レポート
第8号２０２１年９月

国際的な教育プログラムを研究する高校

IBワークショップ（報告）
IB Virtual Workshop 

８月２日～４日

History（歴史） 飯田夏望（2年担任）⇒8月25日報告

Japanese A: Literature（文学) 臼田ゆうか（F-評価）⇒9月1日報告

Theory of knowledge（知の理論) 岩澤美穂（F-進路指導）⇒9月8日報告

生徒・保護者版Mirai研レポート

「みんなの未来レポート」を発行します

目的

未来の学校事業について生徒・保護者への周知・広報

配布方法

1学年‥‥クラス掲示、配信メール、

＋classroomのストリーム（担任から補足説明）

2学年‥‥クラス掲示、配信メール（担任から補足説明）

3学年‥‥クラス掲示、配信メール（担任から補足説明）

保護者‥‥配信メール

一般‥‥HP掲示

Miraiプロジェクトと新教育課程【重要point！】

先日、教育課程研究協議会がリモートで開催されました。来年度入学生から適用される、新しい観点別評価
に関する話題が取り上げられたと思います。観点は以下の３つ。

「知識・技能」
「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」

です。Mirai研のプロジェクトは、もちろん新しい観点別評価に関わってきます。
風越高校の目指す学習者像の10項目はそれぞれ上記の3観点につながっています。つまり、この10項目を意
識した指導案作成と授業実践を行うことが、そのまま新しい観点別評価につながります。

しかし、このF-スタイルの指導案はまだ完成とは言えません。今年度は1学年担任団を中心として実践を行
い、改善と完成を目指します。

とは言え、来年4月には新1年生の全ての科目で新しい観点別評価が始まります！
（つまり、できれば2学期中、遅くとも来年2月には全ての科目が全ての単元で新しい観点別評価基準を作成
している必要があります。急がないと間に合わないかも……。）

そこで、昨年度から始めているルーブリック評価実践です。
特に、「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」について従来のテストで点数化が難しい場合
は何かしらのルーブリックを使用してABC評価をすることになると思います。

つまり、2学期は全職員がルーブリック作成に関わるため、結果的にMiraiプロジェクトのどれか一つ以上に
関わることになります。実践をまとめるWGの皆さんは、すでに指導案やルーブリックの作成に手を付けて
頂いていると思いますが、それ以外の方も自身の担当科目について「思考・判断・表現」「主体的に学習に
取り組む態度」の評価準備をどんどん進めていきましょう！

教科会で話題になると
思います。

Miraiに関わらず学校として進める

新しい観点別評価をしやすくし、教科
間の差を無くすための研究です。



Mirai研レポート
第9号２０２２年２月

国際的な教育プログラムを研究する高校

未来の学校事業 成果報告会（報告）

令和4年1月31日（月）

＜第１部＞10時00分から11時50分まで

参加校：松本深志高校、坂城高校、野沢北高校

＜第２部＞13時10分から15時00分まで

参加校：飯田風越高校、須坂高校、木曽青峰高校

今年度の報告として、12月の職員会議でのプレゼ

ンテーションと各プロジェクトからの実績報告を行

い、最後に全体を通して次年度へ向けての課題を伝

えました。

・今年度作ったF-styleの枠組みを、実際の学校生活の中で生

徒や教員が主体的に取り組むことができるか検証していくこ

と。

・「まずはやってみる」うまくいかなかったら改良してまた

やってみるという事を繰り返していこうという姿勢を大切に。

生徒、教員ともに実践の記録を残すことと、適切なアンケー

トやアセスメントについて特に検討すること。

・「学習者像を基にした教育活動」を根付かせるために、職

員・生徒への情報発信・啓発活動を引き続き行っていくこと。

・国際科だけでなく普通科の希望する生徒も留学につながる

ような仕組みや新たな科目設置ができないか検討していくこ

と。

昨年10月以降の活動について

・ルーブリックを使った授業実践と生徒アンケートについて

臼田先生 国語表現

・F-style 単元計画 を使った授業実践について

勝野先生 世界史

丸山先生 化学基礎

廣中先生 数学



Mirai研レポート
第10号２０２２年２月

国際的な教育プログラムを研究する高校

新しい観点別評価のためのQ&A

F-style構築の重要なポイントですので、今のうちに新しい観点別評価（ABC評価）について分からな

いことや不安なことは解消しておきましょう！ また、4月に生徒に規準（基準）を示せるように準備

を進めていきましょう。

Q 今までの観点別評価と大きく変わる所はどこですか？

A 要録に記載するようになりました。そして、小学校・中学校と観点別評価をされてきた生徒が入学

することになりますので、高校でもしっかり対応しないといけません。教員サイドは戸惑いがあるかも

しれませんが生徒にとっては「新しい」ことではありません…。

Q テストや課題を変える必要はあるのですか？

A はい。科目によりますが、多くの座学中心の科目は従来のままだと「知識・技能」しか評価できな

いのが現状だと考えられます。『思考力・判断力・表現力』『主体的に学習に取り組む態度』を測る機

会を作る必要があります。また、『主体的に学習に取り組む態度』を測るものとして課題を期限までに

出した回数などで評価することは推奨されないので注意が必要です。これだと「先生が決めた宿題に真

面目に取り組む態度」となり真逆の評価になってしまいます。つまり、テストの内容を見直すことはも

ちろんですが、課題の出し方や評価の仕方も根本から発想を転換する必要があります。

Q 授業内テストは一斉実施できないので不公平になるのでは？

A 確かに、今までの一斉テストと同様なものを授業内テストで実施すると、後からやる講座の人は事

前に問題を知って準備できるので公平ではありません。従って、pointは課題の内容です。「事前に内

容を知らせておく」「準備に２週間程度かかる」ものが適しています。このpointは、『主体的に取り

組む態度』を測るという観点からも大切です。この様な課題であれば一斉実施しなくても問題はありま

せんし、各自で主体的に準備をすることが必要になります。また、『思考力・判断力・表現力』を深く

はかるという観点からも、一夜漬けや2,3日で結果が変わってしまう課題はそもそも不適正な課題とな

ります。

※今までも授業の中で実技テストを行ってきた科目はありますが問題無く実施していたと思います。

Q パフォーマンステスト（実技テスト）であっても一斉実施でないと不公平になるのでは？

A 確かに、パフォーマンステストであっても、その場で内容が指定されるような形式だと、後からや

る講座が有利になります。やはり「事前に内容を知らせておく」ということが大切です。

Q それでも教科（科目）の特性から一斉実施でないと不公平になる課題しか作成できない場合は？

A その場合は、成績に含めない事をあらかじめ伝えたうえで「プレテストとして実施」して下さい。

定期考査と同じ形式や難易度の問題で授業内テストを実施し生徒に現状を把握させます。そして、期末

考査に向けて主体的な学習のきっかけを作ったり、教員側では授業内容や定期考査内容の微調整に活用

します。

次号はルーブリックについて特集します。



Mirai研レポート
第11号２０２２年２月

国際的な教育プログラムを研究する高校

観点別評価と同様、こちらもF-style構築の重要なポイントです。観点別評価（ABC評価）のために避けて

は通れません。分からないことや不安なことは解消しておきましょう！ また、こちらも4月に生徒に示せ

るように準備を進めていきましょう。

Q ルーブリック（評価の規準、基準を表にしたもの）はなぜ必要なのでしょうか？

A 要録に3つの観点それぞれABCの3段階で評価を記載するために必要です。「テスト点で90点以上なら

全ての観点がA、60点以上は全てB」のように、観点別に評価せずまとめて付けてしまえばルーブリックは

必要ありません。しかし、全員全ての観点が同じ評価というのは現実的ではありません。特に『主体的に

学習に取り組む態度』についてはテストの点から評価するのは困難ですのでルーブリックが必要になりま

す。

Q そもそもルーブリックがよくわからないのですが？

A 日本語にすると評価規準(基準)表となります。どうすればAなのか、どうすればBなのか示すものです。

形式は基本的に自由です。風越高校としては、できるだけMirai研の提案している「F-ルーブリック」の形

や要素を取り入れてほしいと考えています。具体的にはシラバスに合わせて『A＋、A、B、C」の4段階を

基本にして作成してみて下さい。データ「教員共有→05教務係→観点別評価→F-styleルーブリック」

ルーブリック 評価規準(基準)表のためのQ&A


